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2) T. Parsonsらにみられる視点であり， ここでは closed& natural モデルの立場と考えると
とが Eきる。
3) A. L. Stinchcomb， ，. Social Structure and Organizations，" in J. G. March(ed.)， Handbook 
01 Organization.s， 1965 
4) M. Weberの官僚制の言覧請である。
的 K E. ポー ルディング『組A犠革命』日本経済新聞社o 1972。。1.W. Meyer=B. Rowan，“I田 titutionalizedOrganizations: Formal Structure as Myth 




8) T. Parsons， I組織理論への一つのアプローチJ，組織持学.lIVol. 13， No. 1， 1979 
9) A. L. Stinchcomb， op. cit 
10) 大塚久雄『株式会社発生史論』岩法書庖.1969。




















































的構成〉から組織の成立を論じる立場を， McKelvey (1982) は市場プロセス
そデノレと呼んでいる。 Georgiou(1973)， l:Ienson (1977)， Silverman (1~71) ， 
Weick (1969， 1979a)の議論が二れにあたる。強調点は異なるが，組織を，成
12) 産業化と技能については， いろいろな議論がなされる。議論を展望したものとして， G. R， 
Litler， The Devclopment 01 the Labour Process in Capitalist Societies， 1982， Heineman 
Educational Books を参，日明。産業じが技能の低下をもたらしたとする議論については， H 
Braverman， Labor a17d Monopoly Capitul， 1974， Monthly Review P-res 
13) この意味では， OJT (On the Job Training)はある種の専門職業集団を組織へと組み込む手
段とも考えられる。




因と貢献 (Georgiou)，パワーと利害 (Benson)，意味と期待 (Silverman)， 
状況の定義と互酬 (Weick) の交換の結果である， とみている点で共通してい
る。
Silverman (1971) は， γステム論と対比して行為論的アプローチ (action
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素であるが，これには「思考の体系(lodIesof thought) J と「考えるとい





































16) F. H. AlIport，“A Structuronomic Conception of Behavior: Individual and Collective，" 




























目的一→共通の手段一→共通の目的ー →多様な手段 〉多様な目的 と、、うサイクルが組織化
の展開されるサイクルである。問題はどこで組織が発生するかである。周知のように Barnard
(1938)は共通の目的が組織成立の要件の一つであるとしている。








ものとなる (Weick，1979a) 0 
したがって第4に，この観点は，組織が連合体であり，個人に目標はあって









定型化された無秩序の下での選択は， Cohen， March， & Olsen (1972)によ


























































する 2つの過程を含むことになる。前者は行動の相互連結のための基準であり， ， 
過程を組み立てるための規則である。後者は行動の相互連結が操り返される+
イクノレである。
前者の例として， Weick (1969， 1979a) は次の項目をあげている。すなわ
ち，努力，頻度，成功，安定性，期間，利用可能性，経験度，関連性，報酬，
21) Weick Cl979a)はルー スー カッフリングの発生条件と Lて次のものをあげている。第iは， 2 
つのシスアム聞に共通の変誼が少ないとと，第2は共通の変裁のシステム全体へのIili響が弱いこ




作 用 | 相互作用 | 二重相互作用
CA (1)行為 CBによる反応:;) CAによる再調整〕
1 より詳しく検討するた AOJ行為に対する受容 取り出したインプット部
めにインプットの一部を|拒否，あるいは修正 |う士四棄却，修正，あるいは
取り出す 維持
z ィンプッ lに適用する Aの解釈の受容，拒否，
ための解釈を選択する lあるいは修正

















































デノレを提唱Lた Campbell(1969)，ぞれを組織化の理論に適用 Lた Weick
(1969， 1979a)，更に Weick のモデノレを意思決定論の観点から短期の計画お
よび予算行動に応用した Hall(19自1)の議論を検討する。
(1) Campbellモデル




































































+ ↓ よ 戸町二門|・
生態上の/ー「、実現←一一一L一一→淘汰ーーー」ー→保持
変化 実現された 認知される 認知される
¥¥ー/卓義世 多義性の量 多義性の量










































れらの諸要素聞の因果関係を明らかにする連結化 (Connection) という 2つの
段階から構成される。この 2つを関係化 (parsing) と呼ぶ (Weick，1977)。
実現過程と淘汰過程によって，有意味な情報としての実現的環境 (enacted
environment)が生じる 2830
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